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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
　昨年〜今年の冬は稀にみる暖冬となり，一足早く，春が訪れました。通常 5 〜 6 月に咲くナルコユリの花
がもう咲き始めました。ナルコユリは本州〜九州，東アジアの山野の草地や林縁にはえる多年草で茎は節の
ある根茎から出て弓なりに伸び，高さ 50 〜 80cm，左右 2 列に披針形で長さ 8 〜 13cm の葉を互生し，葉
腋に緑白色の筒形で長さ約 2cm の花を数個ずつ下垂します。ナルコユリの名は，花が風に揺れるようすを
鳴子に見立てたものです。ナルコユリは近縁のアマドコロ Polygonatum odoratum に似ていますが茎の断面が
丸く，花の基部に短柄があります。近縁種のオオナルコユリ P. macranthum は高さ 20 〜 130cm と全体がや





写真 1　ナルコユリ（花） 写真 2　アマドコロ（花）
写真 4　アマドコロ（根茎）写真 3　ナルコユリ（根茎）
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図 1　成分の構造式
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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
や大形で，花は長さ 2.5 〜 3.5cm，雄しべの花糸の下部には細かい突起があります。また，ミヤマナルコユ
リ P. lasianthum は高さ 30 〜 50 cm で葉の幅が広く，卵形で先端はとがり，山地の傾斜地などによく群生し
ます。ホウチャクソウ Disporum sessile は，茎が上部で分かれ，花被片が合着しません。ナルコユリの根茎
を通例，蒸したものはオウセイ（黄精 Polygonati Rhizoma）といい，滋養強壮，抗高血圧，糖尿病の口渇な




黄精の成分としては，ステロイドサポニンの sibiricoside A, B（カギクルマバナルコユリより），アルカロイ





見かけます。草丈は 30 〜 50cm で，茎は地下茎の先端から毎年 1 本の芽を出し，茎には，6 本の稜（縦筋）




うです。根茎にはステロイドサポニンの convallarin（スズラン Convallaria majalis に含まれる convallamarin
の類似体で構造未定），粘液質の D-mannose などが含まれ，D-mannose には，胃や腸の粘膜を保護する作
用や消炎作用があるほか，分解して体に吸収されると滋養になるといわれています。根茎は，萎
い ず い
蕤（玉
ぎょくちく
竹）
といい，黄精同様，滋養強壮，打ち身，捻挫などに用いられてきました。
写真 6　生薬：オウセイ（黄精）上，イズイ（萎蕤）下写真 5　ホウチャクソウ（花）
